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会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一 般 会 計 ５１億６０６０万円 【6.1％減】 ５１億９１６万円 【6.4％減】 ５１４４万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２億６２８万円 【5.5％増】 ２億５１０万円 【5.2％増】 １１８万円

後期高齢者医療 ８３４８万円【11.0％増】 ８３３３万円【11.1％増】 １５万円

令和６年度各会計の決算状況　※カッコ内は前年度比

9月24日9月24日
10月7日～8日10月7日～8日

決算特別委員会決算特別委員会
令和６年度令和６年度

　　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員
会
に
付
託
し
審
査
す
る
こ
と
を
決
め
、
９

月
24
日
に
「
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行

い
ま
し
た
。
10
月
７
日
か
ら
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
行
い
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
全
て

の
会
計
を
『
認
定
す
べ
き
も
の
』
と
決
定
し
、
８
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
審
査
報
告
書
は
、
12
月
下
旬
開
催
予
定
の
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
に
提

出
し
ま
す
。

企　業　会　計　名 収　　入 支　　出

簡 易 水 道 事 業
収 益 的 収 支 （ 税 込 ） ２億５９８３万円 ２億５７３８万円

資 本 的 収 支 （ 税 込 ） ８５４８万円 １億４２９１万円

※資本的収支で収入が支出に対して不足する額は、当年度分損益勘定留保資金及び引継金で補てんしています。

議会費　5741万円

総務費
9億4717万円

民生費
9億1694万円

衛生費
6億6995万円土木費　6億3470万円

教育費　5億2072万円

商工費　3億1402万円

農林水産業費　2億2814万円

返済金（公債費）
4億4601万円

諸支出金等　1億6295万円
消防費　2億1114万円

一般会計　支出（歳出）合計
５１億９１６万円

ふるさと納税寄附額５億円超えふるさと納税寄附額５億円超え
前年度比約１億６０００万円の増前年度比約１億６０００万円の増

子ども、障がい者、高齢者の

福祉や生活困窮者への支援

などに要したお金

健康診査や予防接種、

ごみ処理などに要したお金

庁舎管理、ニキバスの運行や

地域振興などに要したお金

議会運営に要したお金

町の貯金(基金)に積立てたお金消防の運営や防災無線の

管理などに要したお金

農業振興や有害鳥獣対策

などに要したお金

商工会・観光協会への補助金やふる

さと納税の返礼品などに要したお金

町の借金(町債)の返済に充てたお金

小中学校の運営や教材購入、町民

センターの管理などに要したお金

町道整備や除雪などに要したお金

労働費　1万円
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自
主

財

源

依

存

財
源

地方交付税
21億7843万円

借入金（町債）
7億5927万円

地方譲与税　4370万円
その他の交付金　1億1657万円

道支出金　2億4986万円

国庫支出金　5億36万円

寄附金　5億5572万円

町税　3億5547万円

諸収入　9628万円
その他の収入　1億9975万円

繰越金　3664万円

使用料及び手数料　6855万円

令
和
６
年
度
決
算
認
定
の
採
決
は
、
第
４
回
定
例
会
（
12
月
開
催
）
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
の
で
、

結
果
は
令
和
８
年
２
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
第
１
５
１
号
に
掲
載
し
ま
す
。

おしらせ

◆借入金（地方債）残高の推移〈一般会計〉

令和４年度

令和５年度

令和６年度

４１億３７４万円

３１億９５８９万円

４４億３９９５万円

令和４年度

令和５年度

令和６年度

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

２５億３０１２万円

２７億７１５０万円

３０億７５９１万円

町の貯金(基金)は、令和元年度以降増えて

おり、令和６年度は前年度比３億441万円

の増となりました。

！
令和６年度は、町民スキー場リフト・ナイ

ター照明改修事業費や緊急自然災害防止対

策事業費（道路防災・河川改修）等の借入

により、町の借金が前年度費約３億3600万

円の増となりました。

！

一般会計　収入（歳入）合計
５１億６０６０万円

ふるさと納税寄附額５億円超えふるさと納税寄附額５億円超え
前年度比約１億６０００万円の増前年度比約１億６０００万円の増

決　

算

決　

算
令和６年度令和６年度

自治体間の格差をなくすため

国から交付されたお金

国などから借りたお金

国からの補助金など使い道

が特定されているお金

北海道からの補助金や委託金

などにより得たお金

消費税など税収の一部を国が町に交付したお金

ガソリン税など特定の税収の一部を国が町に譲与したお金

住民税・固定資産税などにより得たお金

ふるさと納税等で寄附されたお金

施設使用料や各種証明書の

発行手数料等により得たお金

土地貸付等による財産収入や基金

からの繰入等により得たお金

令和５年度決算で繰り越されたお金

各種事業の還付金や受託

事業などにより得たお金
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徹底審査徹底審査
ここでは、各会計決算特別委員会で

行われた質疑を要約してお知らせし

ます。

令和６年度決算令和６年度決算

  
委員会での質疑数委員会での質疑数

　   136136 回 回

民生費

不
用
額
発
生
の
要
因
は

低
所
得
世
帯
緊
急
支
援
給
付
金
（
追
加
分
）

　
　
　
　

不
用
額
が
発
生

　
　
　
　

し
て
い
る
が
、

何
が
要
因
な
の
か
。

　
　
　
　
　

令
和
５
年
度

か
ら
６
年
度
へ
の
繰
越
明

許
費
で
あ
り
、
想
定
よ
り

も
対
象
世
帯
数
の
積
算
が

下
回
っ
て
い
た
が
、
補
正

対
応
が
で
き
ず
、
結
果
と

し
て
不
用
額
と
な
っ
た
。

福
祉
課
長 宮 本宮 本

総務費

子
ど
も
交
流
事
業
の
効
果

徳
島
県
吉
野
川
市
へ
の
派
遣

　
　
　
　
町
内
の
小
学
生

　
　
　
　

を
徳
島
県
吉
野

川
市
に
派
遣
し
た
子
ど
も

交
流
事
業
の
効
果
は
。

　
　
　
　
　
児
童
か
ら
は

新
し
い
体
験
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
な
ど
の
声
が
あ

り
、
保
護
者
か
ら
は
祖
先

の
ル
ー
ツ
を
体
感
で
き
た

こ
と
が
良
か
っ
た
の
で
は

と
の
声
が
あ
っ
た
。

企
画
課
長

衛生費

実
証
事
業
の
検
証
結
果
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業

　
　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
転

　
　
　
　

換
実
証
の
検
証

結
果
は
。

　
　
　
　
　

バ
イ
オ
炭
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
は
厳
し

い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
が
、
農
業
関
係
者
の
意

見
等
も
聞
き
な
が
ら
土
地

に
循
環
さ
せ
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
を
農
政
サ
イ
ド

と
連
携
し
研
究
し
て
い
く
。

住
民
環
境
課
長

農林水産業費

ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
は

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
経
費

　
　
　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
の

　
　
　
　

駆
除
は
誰
で
も

で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　

町
で
箱
わ
な

購
入
に
補
助
を
し
て
い
る

の
で
、
駆
除
方
法
の
指
導

を
受
け
る
と
、
自
身
で
の

駆
除
が
可
能
と
な
る
。
自

身
の
判
断
で
箱
わ
な
を
設

置
し
捕
獲
し
て
も
駆
除
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

嶋 田嶋 田

佐 藤佐 藤

民生費

排
煙
装
置
の
修
繕
状
況
は

大
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
江
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

集
会
室
の
排
煙
装
置
の
修

繕
は
完
了
し
た
と
思
う
が
、

現
在
も
使
用
不
可
の
張
り

紙
が
あ
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　

修
繕
は
完
了

し
て
い
る
が
、
確
認
を
失

念
し
て
い
た
。

　

今
一
度
、
状
況
に
つ
い

て
、
確
認
す
る
。

福
祉
課
主
幹

産
業
課
主
幹

木 村木 村

上 村上 村
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一
般
会
計
に
お
い
て
、
物
価
上

昇
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、

歳
入
の
要
で
あ
る
町
税
の
確
保
に

向
け
、
徴
収
努
力
を
し
て
き
た
も

の
の
、
収
入
未
済
額
は
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
適
切
な

徴
収
対
策
を
講
じ
、
滞
納
解
消
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
税
以

外
の
歳
入
は
、
奨
学
金
返
還
金
等

の
滞
納
状
況
の
改
善
が
見
ら
れ
ず
、

依
然
と
し
て
多
額
の
収
入
未
済
額

が
残
存
し
て
い
る
。
徴
収
の
可
能

性
が
低
い
も
の
は
、
条
例
等
を
適

用
し
処
分
す
る
な
ど
の
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。

　

歳
出
に
お
い
て
、(

仮
称)

銀

山
地
区
義
務
教
育
学
校
整
備
事
業

は
、
令
和
５
年
度
に
基
本
設
計
業

務
を
完
了
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

補
助
金
額
の
算
定
誤
り
に
よ
り
、

一
般
財
源
が
大
幅
に
増
額
と
な
る

こ
と
が
判
明
し
、
事
業
費
の
更
な

る
圧
縮
等
の
た
め
の
基
本
設
計
の

見
直
し
を
令
和
６
年
度
に
行
っ
た
。

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
関
係
機
関
や
庁
内
に
お
け
る

連
携
を
十
分
に
図
る
と
と
も
に
、

適
正
な
予
算
積
算
・
補
正
及
び
執

行
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

の
収
入
未
済
額
は
、
こ
こ
数
年
減

少
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
大
幅
に
増

額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
後
志
広
域
連
合
と
連
携
す

る
な
ど
し
て
、
滞
納
解
消
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
町
で
は
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
基
金
等
残
高
も
標
準
財
政

規
模
を
上
回
る
水
準
ま
で
改
善
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
将
来
の
財
政

運
営
を
見
越
し
た
適
切
な
予
算
編

成
及
び
そ
の
執
行
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
未
来
を
見
据
え
た
政

策
・
事
業
を
展
開
し
、
よ
り
一
層

健
全
か
つ
効
率
的
な
財
政
運
営
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、

計
画
的
な
配
水
管
の
更
新
に
よ
り
、

地
域
住
民
が
安
全
・
安
心
な
水
道

水
を
利
用
で
き
る
状
況
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
経
年
劣
化
等

に
よ
る
既
設
管
の
漏
水
や
施
設
等

の
老
朽
化
な
ど
の
新
た
な
問
題
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
及
び
健

全
な
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
運
営

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

監
査
委
員　

原
田　
　

修

監
査
委
員　

今
井　

聡
裕

各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
（
抜
粋
）

未
来
を
見
据
え
た
政
策
・
事
業
の
展
開
を
期
待

提言

　

令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和

７
年
９
月
24
日
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、
10

月
７
日
及
び
８
日
に
実
質
審
査
を
行
い
、
２
項
目
の
提

言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
提
言
を
尊
重
し
必
要

な
措
置
等
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

１　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

　

今
後
は
地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
中
で
、

　

先
進
自
治
体
の
取
組
も
調
査
研
究
し
、
よ
り
一
層
の

　

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　

指
定
管
理
業
務
の
管
理
・
監
督
に
つ
い
て

　
　

指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
を
十
分
に
把
握
し
た
上

　

で
、
各
施
設
の
適
切
な
管
理
・
監
督
に
努
め
て
い
た

　

だ
き
た
い
。 各

会
計
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、

仁
木
町
議
会
と
し
て
左
記
の
提
言
書
を
町
へ

提
出
し
ま
し
た
。

商工費

マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
事
業
効
果

イ
ベ
ン
ト
開
催
経
費　

　
　
　

フ
ル
ー
ツ
＆
ワ

　
　
　
　

イ
ン
マ
ラ
ニ
ッ

ク
の
事
業
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　

観
光
認
知

度
の
向
上
や
関
係
企
業
の

協
賛
に
よ
り
、
関
係
人
口

及
び
交
流
人
口
と
し
て
本

イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
お

け
る
関
係
性
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。

商
工
観
光
振
興
係
長

簡易水道

修
繕
計
画
等
の
検
討
は

簡
易
水
道
事
業

　
　
　
　

水
道
管
の
老
朽

　
　
　
　

化
が
進
む
中
、

修
繕
計
画
等
は
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年

度
か
ら
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
令
和

７
年
度
に
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
。

建
築
水
道
係
長

山 内山 内 佐 藤佐 藤
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
、
大
江
コ
ミ
セ
ン

ド
ア
修
繕
、
令
和
６
年
度
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
国

道
へ
の
返
還
金
、
汚
泥
処
理

機
器
故
障
に
よ
り
新
た
に
発

生
す
る
汚
泥
処
理
費
用
に
係

る
北
後
志
衛
生
施
設
組
合
負

担
金
、
寄
附
増
に
伴
う
ふ
る

さ
と
納
税
業
務
委
託
料
、
七

曲
橋
の
塗
膜
除
去
補
修
工
事

実
施
設
計
委
託
料
、
町
民
ス

キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
新
設
に
伴
う

除
雪
経
費
及
び
地
質
調
査
委

託
料
、
圧
雪
車
車
庫
の
外
壁

補
正
予
算

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
増

に
よ
り
委
託
料
を
補
正

・一般会計（４回目の補正）

4458万6000円 増 52億1006万2000円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）

    増減なし 1億8719万円

・後期高齢者医療特別会計（３回目の補正）

    1003万7000円 増 9474万9000円

補正額 予算総額

令和７年度各会計補正予算結果令和７年度各会計補正予算結果

９月24日９月24日

第　回定例会第　回定例会
令和７年令和７年

３３
　　第３回定例会は、９月24日に開会し、同日閉会しました。

　町から、報告、決算認定、補正予算、条例改正、規約変更、請負契約、

人事案件が上程され、決算認定を除く、全ての議案を可決しました。（決

算認定は、委員会に付託し審査することとなりました。）

　また、議会提出議案として、３件の意見書を提出し、全て可決しました。

　一般質問では、１人の議員が登壇し、町長に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

補
修
費
等
の
増
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

▼
国
保
特
別
会
計（

第
３
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

▼
後
期
医
療
特
別
会
計

（
第
３
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

ス
キ
ー
場
周
辺
の
整
備
に
補
正
予
算

ス
キ
ー
場
周
辺
の
整
備
に
補
正
予
算
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質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
大
江
コ
ミ
セ
ン
の

　
　
　
　

修
繕
箇
所
は
ど
こ

な
の
か
。

　
　
　
　
　
風
除
室
扉
の
修

繕
で
、
正
面
入
口
の
扉
の
開

閉
が
困
難
に
な
り
、
業
者
に

確
認
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
お

そ
ら
く
熱
伸
び
が
原
因
で
は

な
い
か
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

熱
で
サ
ッ
シ
が
曲

　
　
　
　

が
る
も
の
な
の
か
。

正
面
入
口
庇
の
積
雪
重
量
に

よ
る
要
因
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
業
者
か
ら
熱
伸

び
と
説
明
が
あ
り
、
冬
期
間

の
積
雪
に
よ
る
影
響
も
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
設
計
等
も
含

め
て
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
考

え
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
今
後
は
、
細
い
溝
を
入

れ
、
部
材
が
伸
び
縮
み
す
る

際
の
逃
げ
道
を
つ
く
る
対
処

方
法
で
部
材
の
ゆ
が
み
を
防

ぐ
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
反
対
側
の
扉
も
ゆ

　
　
　
　

が
ん
で
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
修
繕
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
開
閉
が
困
難
な

扉
の
み
で
、
ゆ
が
み
が
あ
っ

て
も
開
閉
で
き
る
扉
の
修
繕

は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ

　
　
　
　

ア
公
園
の
施
設
管

理
委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

　
　
　
　
　
今
年
度
か
ら
町

民
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
を
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
に
移
す

こ
と
か
ら
、
ス
キ
ー
場
利
用

者
の
駐
車
場
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
が
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
前
の
駐
車
場
の
除
雪
は
、

現
在
指
定
管
理
業
務
に
入
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
除
雪

費
用
分
の
委
託
料
を
増
額
し

た
も
の
で
あ
る
。

福
祉
課
長

産
業
課
参
事

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ

　
　
　
　

ア
公
園
の
管
理
施

設
整
備
事
業
は
、
ど
の
よ
う

な
整
備
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

来
年
度
、
町
民

ス
キ
ー
場
の
ロ
ッ
ジ
を
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
駐
車
場
に
移

設
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
建

設
費
を
積
算
す
る
資
料
収
集

の
た
め
、
地
質
調
査
を
実
施

す
る
。

　

今
年
度
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
管
理
棟
を
暫
定
的
に

ロ
ッ
ジ
と
し
て
使
用
す
る
が

来
年
度
以
降
は
駐
車
場
に
新

た
な
施
設
を
設
け
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
受
付
と
ス
キ
ー

場
ロ
ッ
ジ
の
機
能
を
集
約
し

た
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
地
質
調
査
は
、
何

　
　
　
　

箇
所
ぐ
ら
い
実
施

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
ロ
ッ
ジ
の
設
置

箇
所
は
既
に
決
定
し
て
い
る

の
で
、
１
箇
所
と
な
る
。

嶋 田嶋 田

福
祉
課
長

福
祉
課
長 木 村木 村

木 村木 村 木 村木 村

木 村木 村

産
業
課
参
事

産
業
課
参
事

木 村木 村
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仁
木
町
議
会
議
員
及
び
仁

木
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
公
職

選
挙
法
施
行
令
が
定
め
る
公

費
負
担
額
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
町
は
同
施
行
令
と
同

じ
限
度
額
を
規
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
額
と
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

▼
仁
木
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
を

変
更
す
る
た
め
の
協
議

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
を
変
更
す
る

た
め
の
協
議全

員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め

の
協
議

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
及

び
２
特
別
会
計
（
国
保
・
後

期
医
療
）
並
び
に
簡
易
水
道

事
業
会
計
の
決
算
認
定
は
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付

託
し
て
閉
会
中
に
審
査
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
令
和
６
年
度

各
会
計
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

野
崎　

明
廣

副
委
員
長　

山
内　

健
生

※
議
長
、
前
田
議
員
（
長
期

欠
席
中
）
を
除
く
７
名
の
委

員
に
よ
り
構
成
。

※
関
連
記
事
２
～
５
ペ
ー
ジ

決
算
認
定

特
別
委
員
会
を
設
置
し

閉
会
中
に
審
査

人
事
案
件

　

令
和
７
年
９
月
30
日
に
任

期
満
了
と
な
る
仁
木
町
教
育

委
員
に
加
藤
委
員
を
再
任
す

る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。

　

兼か
ね  

重し
げ  

克か
つ  

子こ 

さ
ん

　
　

   

　
　
　

（
大
江
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

令
和
７
年
12
月
13
日
に
任

期
満
了
と
な
る
仁
木
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
に
兼
重

委
員
を
再
任
す
る
こ
と
に
対

し
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。

女
性
委
員
の
積
極
的
な

登
用
に
期
待

◆
教
育
委
員

　

加か  

藤と
う  

浩ひ
ろ  

子こ 

さ
ん

　
　

   

　
　
　

（
長
沢
）

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
定
め
に
準
じ
る

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
定
め
に
準
じ
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

９月24日９月24日

第　回定例会第　回定例会
令和７年令和７年

３３
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　仁木町新規就農受入協議会（町・農業委員会・ＪＡ新おた

る・農業改良普及センター・指導農業士で構成）による仁木町

就農・農業体験セミナー（トライアルワーク）が開催され、町

外から３名（２組）の新規就農希望者が参加されました。

　本事業は、平成30年度から実施しており、今回は５回目の開

催で、これまでに21名（16組）が参加し、そのうち６名（５

組）の方が就農開始若しくは受入農家での研修を開始しており

ます。

　農業体験セミナーは、自身が希望する作物を作付けしている

受入農家の圃場で、生産者から作物の収穫や圃場管理などの指

導を受け、実際に農業を体験することで、本町での就農を検討

していただくことが狙いとなっており、この度のセミナーに

は、道外からの参加者もいたため、昨年から実施している道外

における農業人フェアへの出展による効果によるものと考えて

おります。

　今後も、仁木町就農・農業体験セミナー（トライアルワー

ク）を通じて、本町に対する新規就農希望者が増えていくこと

を期待しております。

　農村公園フルーツパークにきの再構築に向け、施設の再構築

事業及び管理運営業務に係る民間提案を募集したところ、現在

の指定管理者である㈱自然農園を中心に、㈱アイビック・アイ

ビック食品㈱・タカハシアートプランニング㈱の４者で組織す

る仁木町活性化プロジェクトチームより提案事業の提出があり

ました。

　当提案事業は、当該施設を「フルーツとワインが織りなす、

体験・交流・滞在型観光拠点」として再構築し、施設の魅力向

上と通年利用の促進を基本方針に、再生可能エネルギーを活用

した持続可能な循環型拠点の形成を目指す内容となっており、

仁木町民間提案審査委員会においてプレゼンテーション審査を

行った結果、当該提案事業を採択することとし、町ホームペー

ジに審査結果を公表いたしました。

　今後は採択事業の内容を踏まえつつ、町が並行して策定する

修繕基本計画と調整を図りながら、事業の具体化を進めてまい

ります。

就農・農業体験開催で新規就農に期待

民間提案によりフルーツパーク再構築へ

佐藤町長　　　行政報告

　仁木水泳プールにつきましては、７月７日から８月27日まで

の52日間の開設を見込んでおりましたが、ろ過機作動から４時

間程度が経過したころ、水位が異常に低下している状況を確認

し、その後、原因究明及び修繕に時間を要したため、７月７日

の開設日を延期したことにより、７月18日から８月27日までの

41日間の開設となりました。

　開設期間中は、概ね好天に恵まれ、延べ６６０名の利用とな

り、事故もなく無事終了しております。

　来年度におきましては、予定どおり開設できるよう取り組ん

でまいります。

仁木水泳プール　無事故で今季終了

岩井教育長　　　教育行政報告

報

告

簡
易
水
道
事
業
の
経
営

状
態
は
良
好

　

令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
実
質

赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
、
赤
字
決
算
で
は

な
い
た
め
表
示
な
し
と
な

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
前

年
度
と
同
値
、
将
来
負
担
比

率
は
０
以
下
の
た
め
表
示
な

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
で
あ
る

簡
易
水
道
事
業
会
計
の
資
金

不
足
比
率
は
、
資
金
不
足
額

は
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
表

示
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　次ページは次ページは　　第３回定例会審議内容・第３回臨時会審議内容第３回定例会審議内容・第３回臨時会審議内容

令和４年度 令和５年度 令和６年度

－ － －

◆実質赤字比率（早期健全化基準15.0％）

※赤字決算ではないため、ハイフン（‐）表示。

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準20.0％）

※赤字決算ではないため、ハイフン（‐）表示。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

－ － －

◆実質公債費比率（早期健全化基準25.0％）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

9.2% 9.2% 9.2%

◆将来負担比率（早期健全化基準350.0％）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

－ － －

◆資金不足比率（経営健全化基準20.0％）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

－ － －

※０以下のため、ハイフン（‐）表示。

※資金不足額が生じていないため、ハイフン（‐）表示。
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９月24日９月24日

第　回定例会第　回定例会
令和７年令和７年

３３

意

見

書

▼
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
廃

止
等
を
求
め
る
書
見
書

提
出
議
員 　

上
村
智
恵
子

賛
成
議
員 　

野
崎　

明
廣

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
か

ら
２
年
が
経
過
し
た
が
、
小

規
模
事
業
者
等
か
ら
減
収
や

税
負
担
の
増
に
よ
っ
て
経
営

状
況
が
悪
化
し
た
と
の
切
実

な
声
が
あ
り
、
ま
た
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
費
等

の
高
騰
が
長
期
化
し
、
人
材

不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、

経
営
環
境
は
一
層
の
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
に
過
度
な
負
担
を
与

え
る
制
度
の
廃
止
を
強
く
要

望
す
る
も
の
で
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
実
現
の
た
め
人
員
増
と
処

遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員 　

上
村
智
恵
子

賛
成
議
員 　

野
崎　

明
廣

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意

見
書

提
出
議
員 　

嶋
田　
　

茂

賛
成
議
員 　

宮
本　

幹
夫

全
員
賛
成
で
可
決

　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
実
現
す
る
た
め
、
医

師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
等

の
配
置
基
準
の
抜
本
的
見
直

し
及
び
大
幅
増
員
、
医
療
や

介
護
現
場
で
働
く
全
て
の
ケ

ア
労
働
者
の
全
額
公
費
に
よ

る
追
加
の
賃
上
げ
支
援
策
の

実
行
、
全
て
の
医
療
機
関
と

介
護
事
業
所
を
対
象
に
し
た

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の

ケア労働者のケア労働者の抜本的改善抜本的改善を要望を要望

抜
本
的
な
臨
時
改
定
の
実
施
、

医
療
や
介
護
現
場
に
お
け
る

夜
勤
労
働
環
境
の
抜
本
的
改

善
、
公
衆
衛
生
体
制
の
拡
充

等
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
、
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
廃
止
を
要
望

を
要
望

高齢者の健康や生活を支える地域包括支援センター
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第　回臨時会第　回臨時会
令和７年令和７年

３３
８月５日８月５日

　

普
通
河
川
上
尾
根
内
川
護

岸
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　　

和
田
建
設
工
業
㈱　
　
　

　　

６
６
８
８
万
円

　

令
和
７
年
９
月
30
日

　
　

～
令
和
８
年
３
月
19
日

契
約
金
額

契
約
の
相
手
方

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

議決結果

欠席 ○ ○ ● 〇 ○ 〇 ○ － 同意可決

令和７年第３回臨時会
賛否の分かれた議案の公表

仁木町副町長の選任について（起立採決）

野崎明廣野崎明廣 宮本幹夫宮本幹夫 嶋田　茂嶋田　茂上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄前田春奈前田春奈 木村章生木村章生山内健生山内健生 佐藤秀教佐藤秀教

現
職
の
再
任
に
同
意

人
事
案
件

　

令
和
７
年
８
月
26
日
に
任

期
満
了
と
な
る
仁
木
町
副
町

長
に
林
副
町
長
を
再
任
す
る

こ
と
に
対
し
、
賛
成
多
数
で

同
意
し
ま
し
た
。

　

林
は
や
し　

 

　

幸こ
う　

治じ　

さ
ん

　
　

 

（
北
町
）

◆
副
町
長

  

原は
ら　

田だ　

 　

修
お
さ
む　

さ
ん

　
　

   

（
西
町
）

◆
監
査
委
員

　

令
和
７
年
８
月
26
日
に
任

期
満
了
と
な
る
仁
木
町
監
査

委
員
に
原
田
監
査
委
員
を
再

任
す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の再

任
に
同
意

副
町
長
選
任
の
人
事
案

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

　

台
湾
の
花

ホ
ワ
リ
エ
ン蓮

県
鳳

フ
ォ
ン
リ
ン林

鎮
と
友
好
交
流
協
定
の
調
印
式
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

協
定
書
に
は
、
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
交
流
を
促
進

す
る
こ
と
や
、
観
光
や
農
産
物
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
促

進
し
利
益
を
創
出
す
る
こ
と
、
災
害
時
に
は
相
互
に
物
資

を
供
給
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
台
湾
に

お
け
る
本
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
や
農
産
物
の
輸
出

拡
大
の
足
が
か
り
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

台
湾
・
花
蓮
県
鳳
林
鎮
と
友
好
交
流
協
定

請
負
契
約

　　　　　　　　次ページは次ページは　　一般質問　上村議員一般質問　上村議員

工
事
期
間

上尾根内川の
護岸工事を実施

　　第３回臨時会は、８月５日に開会し、同日閉会しました。

　町から、人事案件が上程され、全て可決しました。　

臨時会のあらまし
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第３回定例会の一般質問には、１人の議員が登壇しました。

紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針

等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい

内容はコチラから内容はコチラから

Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第３回定例会）　　　（第３回定例会）

上
うえむら

村 智
ち え こ

恵子　議員
13

泊原発再稼働に伴う防災計画について
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 　町政のそこが聞きたい　

問

原
発
再
稼
働
に
反
対
し
て
ほ
し
い

今
後
も
慎
重
的
な
立
場
は
変
わ
ら
な
い

町
長

能
登
地
方
の
地
震
を

踏
ま
え
、
原
子
力
規

町
長

問問

町
長

問

令和６年度北海道原子力防災訓練の様子

上
うえむら

村 智
ち え こ

恵子 議員

　　　　　　　　次ページは次ページは　　総務経済常任委員会研修視察総務経済常任委員会研修視察

制
委
員
会
で
は
家
屋
倒
壊
や

避
難
ル
ー
ト
の
寸
断
な
ど
は

自
治
体
側
の
検
討
課
題
と
強

調
し
て
い
る
が
、
屋
内
退
避

と
な
っ
た
場
合
、
避
難
所
の

耐
震
性
や
気
密
性
に
問
題
は

な
い
の
か
。

国
や
道
に
対
し
、

建
物
の
耐
震
化

及
び
放
射
線
防
護
対
策
に
関

す
る
財
政
支
援
の
拡
充
な
ど

を
要
望
す
る
。

本
町
に
は
、　

放
射

線
防
護
施
設
は
な
い

の
か
。

放
射
線
防
護

施
設
は
、
銀

山
地
区
に
１
施
設
あ
る
。

避
難
を
想
定
し
、
北

海
道
と
北
海
道
バ
ス

協
会
で
「
原
子
力
災
害
時
に

お
け
る
住
民
避
難
用
バ
ス
要

請
・
運
行
要
領
」
を
平
成
27

年
10
月
５
日
付
で
施
行
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
自
治
体
と

の
協
定
等
は
し
て
い
る
の
か
。

平
成
26
年
９
月

９
日
に
「
災
害

時
等
に
お
け
る
バ
ス
輸
送
の

協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を

イ
ナ
ホ
観
光
㈱
と
締
結
し
て

い
る
。

イ
ナ
ホ
観
光
㈱
と
協

定
書
を
締
結
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
バ

ス
が
何
台
で
何
人
輸
送
可
能

か
。
ま
た
、
自
家
用
車
の
場

合
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
れ
ば
い
い
の
か
。

原
子
力
災
害

に
お
い
て
は
、

北
海
道
が
責
任
を
も
っ
て
避

難
対
象
区
域
の
バ
ス
を
派
遣

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
は
北
海
道
に

バ
ス
を
要
請
す
る
。

原
発
事
故
が
重
な
っ

た
複
合
災
害
の
場
合

問に
お
い
て
、
こ
の
避
難
計
画

で
は
本
当
に
実
効
性
が
な
い

こ
と
か
ら
、
原
発
を
再
稼
働

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

東
日
本
大
震
災

福
島
第
一
原
発

事
故
以
降
、
電
力
供
給
に
関

し
て
言
え
ば
、
私
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
主
張
と
し
て
は
、

新
し
い
技
術
を
含
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
供
給
量
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
と
こ
れ
ま
で
重
々
主
張

し
て
き
た
。
こ
れ
だ
け
長
期

間
、
規
制
委
員
会
の
厳
し
い

審
査
を
経
て
振
り
出
し
に
戻

る
と
い
う
こ
と
は
、
更
な
る

国
益
の
低
下
を
招
く
こ
と
に

な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現

実
的
か
つ
責
任
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
、
国
を
掲
げ
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

原
子
力
災
害
発
生
時
に
、
避
難
が
難
し
い
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者
が
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
に

一
時
的
に
退
避
す
る
た
め
の
施
設
の
こ
と
で
す
。

ニ
キ
ボ
ー
の
な
に
な
に
？

放
射
線
防
護
施
設
と
は

総
務
課
参
事

総
務
課
参
事

町
長
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ニキノチカラをニキノチカラを発揮発揮するためにするために
10月20日から23日の日程で、合葬式墓地及びSakura-NAROバイオ炭プロジェクトに

ついて、総務経済常任委員会による先進地道外研修視察を実施しました。

安
心
し
て
利
用
可
能
な
合
葬
墓

合
葬
墓
の
設
置

（
千
葉
県
四よ

つ
か
い
ど
う

街
道
市
）

●
四
街
道
市
で
は
、
核
家
族

化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
墓
地
の
承
継
者
が
い

な
い
方
で
も
安
心
し
て
利
用

可
能
な
新
た
な
方
式
の
墓
地

に
対
す
る
需
要
を
受
け
、
通

常
合
葬
に
よ
る
納
骨
棟
を
平

成
23
年
10
月
か
ら
、
直
接
合

葬
に
よ
る
合
同
墓
を
平
成
26

年
５
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
供
用

開
始
し
て
い
ま
す
。

●
直
接
合
葬
は
、
申
請
者
本

人
が
申
請
の
日
前
に
引
き
続

き
２
年
以
上
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

委
員
の
所
感

▼
通
常
墓
地
と
直
接
合
葬
墓

地
の
現
地
見
学
と
説
明
を
い

た
だ
い
た
が
、
市
営
霊
園
は

指
定
管
理
者
に
よ
る
整
備
も

行
き
届
き
、
景
観
と
し
て
は

霊
園
と
感
じ
な
い
環
境
で
あ

る
場
合
又
は
死
亡
日
現
在
に

四
街
道
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
た
場
合
に

申
込
が
可
能
で
、
生
前
の
予

約
申
込
も
で
き
ま
す
。

●
収
容
可
能
数
は
、
通
常
合

葬
で
２
０
０
０
体
、
直
接
合

葬
で
４
０
０
０
体
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、
直
接

合
葬
の
利
用
率
は
20
％
ほ
ど

で
す
が
、
今
後
需
要
が
増
え

る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま

す
。

っ
た
。
通
常
合
葬
は
納
骨
棟

へ
多
く
の
故
人
の
遺
骨
を
一

緒
に
埋
蔵
す
る
新
た
な
形
の

墓
地
の
取
組
で
あ
っ
た
。

▼
管
理
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
う
が
、
本
町
に
は
合
葬
式

墓
地
（
直
接
合
葬
）
が
良
い

と
感
じ
た
。

▼
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
墓
地
の
承

継
者
が
い
な
い
方
で
も
安
心

し
て
利
用
可
能
な
新
た
な
方

式
の
墓
地
に
対
す
る
需
要
を

受
け
て
設
置
し
た
と
い
う
理

由
に
、
合
葬
式
墓
地
に
つ
い

て
今
後
も
っ
と
調
査
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
。

　

ま
た
、
四
街
道
市
は
、
合

葬
式
墓
地
（
通
常
合
葬
・
直

接
合
葬
）
の
申
請
か
ら
納
骨

ま
で
の
流
れ
を
事
細
や
か
に

考
え
ら
れ
て
お
り
、
参
考
に

し
た
い
と
思
う
。
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（千葉県佐
さ く ら

倉市）

●
佐
倉
市
で
は
、
第
５
次
佐

倉
市
総
合
計
画
中
期
基
本
計

画
期
間
内
（
２
０
２
４
年
度

か
ら
２
０
２
７
年
度
）
で
、

特
に
重
点
的
・
分
野
横
断
的

に
取
組
む
も
の
の
一
つ
に
、

「
気
候
変
動
へ
の
対
応
」
を

掲
げ
、
令
和
６
年
４
月
１
日

に
県
内
市
町
村
で
初
と
な
る

佐
倉
市
気
候
変
動
適
応
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
佐
倉
市
気

候
変
動
対
策
行
動
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

●
多
様
な
主
体
と
の
連
携
の

一
つ
に
、
研
究
機
関
と
の
バ

イ
オ
炭
の
普
及
・
拡
大
に
向

け
た
研
究
協
力
を
実
施
し
て

お
り
、
国
立
研
究
開
発
法
人

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構
（
農
研
機
構
／
通

称
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」
）
の
実
証

実
験
に
佐
倉
市
が
協
力
し
、

令
和
７
年
１
月
28
日
に
脱
炭

素
社
会
の
実
現
及
び
農
業
振

興
に
向
け
た
未
利
用
バ
イ
オ

マ
ス
を
活
用
し
た
「
Ｓ
ａ
ｋ

ｕ
ｒ
ａ
ー
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ
バ
イ
オ

炭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
研
機
構
が

受
託
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
、
「
農
業

副
産
物
を
活
用
し
た
高
機
能

バ
イ
オ
炭
の
製
造
・
施
用
体

系
の
確
立
」
を
目
指
し
、
佐

倉
市
が
地
域
内
に
あ
る
未
利

用
バ
イ
オ
マ
ス
（
イ
ネ
も
み

殻
や
果
樹
剪
定
枝
、
竹
な

ど
）
や
試
験
用
地
の
提
供
な

ど
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
炭
と
は
、
燃
焼
し

な
い
水
準
に
管
理
さ
れ
た
酸

素
濃
度
の
下
３
５
０
℃
超
の

温
度
で
バ
イ
オ
マ
ス
を
加
熱

し
て
作
ら
れ
る
固
形
物
と
定

義
さ
れ
た
炭
の
こ
と
で
、
土

壌
へ
の
炭
素
貯
留
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
日
も
浅
く
、
原
材
料
の
収

集
・
運
搬
、
製
品
の
利
活
用

等
々
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

に
は
、
ま
だ
多
く
の
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
後
、
本
町
で
も
各
種
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
。

▼
佐
倉
市
で
は
、
新
た
に
気

候
変
動
対
策
室
を
設
置
し
た

上
で
、
地
球
温
暖
化
に
起
因

す
る
気
候
変
動
対
策
に
取
り

組
む
理
由
を
明
確
に
し
て
、

市
民
向
け
気
候
変
動
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
配
布
す
る
な
ど
、

市
民
の
意
識
の
醸
成
を
図
る

取
組
を
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
炭
を
活
用

し
た
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
担
当
職
員
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
を
実
感
し
た
。

　

バ
イ
オ
炭
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

取
引
価
格
が
通
常
の
再
エ
ネ

価
格
と
比
較
し
て
高
く
な
る

た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
以
外
の

付
加
価
値
を
含
め
て
買
っ
て

も
ら
う
対
応
を
考
え
て
い
た

こ
と
か
ら
、
今
後
の
取
組
成

果
に
注
目
し
た
い
。

委
員
の
所
感
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小
麦
粉
不
使
用

　
数
量
限
定
の
実
験
菓
子
工
房

ポ
ン
デ
ル
ナ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｔ

　
Ｄ
Ｅ

　
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ

　
木
村

　
奈
月
さ
ん

細胞よろこぶ、ごほうびお菓子細胞よろこぶ、ごほうびお菓子

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

野
崎

明
廣
）

連
載
40
回
目
は
、
銀
山
在
住
の
穂
積
さ

ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と

お
子
さ
ん
２
人
の
４
人
家
族
で
す
。

　

銀
山
地
区
で
新
規
就
農
さ
れ
、
お
米
を

中
心
に
農
産
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

穂
積　

豊
仁

さ
ん
（
銀
山
）

地
域
全
体
が
大
き
な
家
族

地
域
全
体
が
大
き
な
家
族

　
議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

会
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

地
産
地
消
が
で
き
れ
ば
、
環
境
面
で
も

良
い
で
す
し
、
こ
の
土
地
は
未
来
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
借
り
物
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
望
み
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　

感
受
性
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

仁
木
町
で
就
農
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

15
年
以
上
前
か
ら
就
農
し
た
い
と
考
え

て
い
て
、
農
業
を
営
む
た
め
に
研
修
や
お

米
づ
く
り
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
た

と
き
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
就
農
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ご
近
所
の
方
々
が
温
か
く
、
こ
の
地
域

全
体
が
大
き
な
家
族
に
感
じ
ま
す
。
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
が
嬉
し
く
、
地
域
の
つ
な
が
り
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

町
に
対
す
る
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

農
産
物
の
販
売
が
気
軽
に
で
き
る
場
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
仁
木
町
は
果

物
や
野
菜
、
お
米
が
特

産
品
で
す
が
、
地
元
の

農
産
物
を
手
に
取
る
機

　
以
前
か
ら
農
業
を
や
り
た
か
っ
た
と
い

う
穂
積
さ
ん
。
新
規
就
農
者
と
し
て
、
銀

山
地
区
に
移
住
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
む
現
代
で
「
地
域
全
体

が
大
き
な
家
族
」
と
の
言
葉
が
心
に
響
き

ま
し
た
。

東
京
出
身
の
木
村
さ
ん
は
、
幼
少
期
に
手
作
り
お
菓
子
で
家
族
が

喜
ん
で
く
れ
る
姿
を
見
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
菓
子

づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
前
に
過
労
か
ら
体
調
を
崩
し

グ
ル
テ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

小
麦
粉
は
お
菓
子
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
材
料
で
す
が
、
お
菓
子

づ
く
り
を
あ
き
ら
め
た
く
な
か
っ
た
木
村
さ
ん
は
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

の
お
菓
子
づ
く
り
を
独
学
で
研
究
し
、
小
麦
粉
が
使
え
な
く
て
も
、

他
に
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
小
麦
粉
が
使
え
な
い

こ
と
が
苦
で
な
く
な
っ
た
と
話
し
ま
す
。
現
在
は
、
小
麦
粉
・
乳
・

（
取
材
・
記
事

佐
藤
秀
教
）

白
砂
糖
不
使
用
の
お
菓
子
を
数
量
限
定
・
月
数
回
限
定
で
販
売
す
る
工
房
を
８
月
に
然
別
地
区

で
オ
ー
プ
ン
し
、
店
舗
販
売
の
他
、
町
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
お
菓
子
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

小
麦
粉
の
代
わ
り
に
有
機
発
芽
玄
米
、

牛
乳
の
代
わ
り
に
有
機
大
豆
で
作
っ
た
手

作
り
の
豆
乳
を
使
用
。
白
砂
糖
は
不
使
用

で
五
感
に
訴
え
る
味
を
追
求
。
美
味
し
く

て
身
体
に
良
く
、
美
容
に
も
良
い
お
菓
子

を
日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
で
こ
こ
に
し
か
な
い
お
菓
子
を
つ

く
り
た
い
」
と
話
す
木
村
さ
ん
。
五
感
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
お
菓
子
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


